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は じ め に

　故大澤英雄理事長は、2024（令和 6）年春より体調を崩され、療養中とな

られた。この間、学校法人国士舘の理事会を担う私たちは、理事長の指示を

受けながら学園を運営し、理事長の 1日も早い回復を信じた。

　しかしながら、2025 年 2 月 16 日、大澤理事長は 89 歳で他界された。国

士舘にとっては、まさに「青天の霹靂」「巨星、墜つ」の日であった。理事

長代行を拝命していた私は、「どんな仕事でもお受けしますが、大澤先生は

生きていてください」と申し上げていた。

　大澤英雄先生は、1956（昭和 31）年に国士舘に入学されてから、今日まで

の約 70 年間、本学園に籍を置かれた。幕末の西洋列強によるアジア植民地

化に対抗し、日本の「自主独立」と「アイデンティティーの確立」に奔走し

た吉田松陰が遺そうとした「大和魂」を、後世に受け継ぐ教育機関として、

松陰祠畔に本学の礎を設けた柴田德次郎先生の意を継承する代表的な人物

が、大澤先生である。国士舘大学体育学部の第 1期生であり、その誇りと責

任を持っておられた。戦後の激動と混迷の時代に、柴田德次郎先生の精神を

受け継いで形成された「誠意・勤労・見識・気魄」の国士舘魂を建学の精神

として堅持され、「スポーツ立国たる日本」「武道・スポーツの国士舘」達成

のための獅子奮迅の生涯であった。

学校法人国士舘
理事長　瀬野　隆
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　大澤先生が歩まれた体育学部学部長、大学学長、さらに学校法人国士舘の

理事長としての学内における業績の一端を、時系列に列挙すると次のようで

ある。

　1992（平成 4）年の体育学部の多摩キャンパス移転をはじめ、2000 年には

同キャンパスで体育学部に武道学科とスポーツ医科学科を新設した。2002

年に町田キャンパスで 21 世紀アジア学部 21 世紀アジア学科を新設、2008

年には体育学部にこどもスポーツ教育学科を新設した。また、旧明正高等学

校跡地の取得で 2008 年に世田谷キャンパスに梅ヶ丘校舎を新設、これによ

って鶴川キャンパスの政経・法・文学部の教養課程は世田谷キャンパスに回

帰した。さらに 2010 年までに全学部の上に位置する大学院各研究科を世田

谷・町田・多摩キャンパスで設けた。2011 年の東日本大震災後には、国士

舘大学防災・救急救助総合研究所の開設と防災・ボランティア活動を推し進

め、2012 年には福岡県太宰府市の太宰府キャンパスを閉鎖した。2012 年に

は世田谷キャンパスにメイプルセンチュリーホール（MCH）を建設、2016

年には多摩キャンパスにメイプルセンチュリーセンター多摩（MCCT）を建

設した。次いで 2017 年の国士舘創立 100 周年記念事業と創立記念式典の挙

行、そして 2018 年の三笠宮彬子女王殿下への名誉博士号授与および人文科

学研究科客員教授就任を行った。2019 年には多摩丘陵病院との協力協定締

結と学生・生徒・教職員の医療補助を、2020 年のコロナ・パンデミック時

には学生・生徒・教職員全員の安全確保に努めながら、修学支援・遠隔授

業・ワクチン職域接種を実施し、あわせて町田市野津田町に国士舘楓の杜キ

ャンパスを新設した。2022 年には多摩キャンパス近くに位置する多摩南野

キャンパスの新設ならびに大学での副専攻制導入とデータサイエンス教育研

究開発センターの開設を実施した。

　特に、1999 年に国士舘大学スポーツ協議会を発足、2018 年には国士舘ス

ポーツプロモーションセンター（KSPC）を開設して、そのもとで大学全学

部にスポーツ推薦制度を拡充・整備した。大学に 34 クラブ、所属学生約
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1,800 人という現数値が示すように「武道・スポーツの国士舘」を定着させ、

国士舘の「スポーツ」と「防災」という 2つの特徴を形成した。こうして国

士舘からこれまでにオリンピアン 69 人が誕生し、金メダル 6個、銀メダル

2個、銅メダル 4個を獲得する選手を輩出した。大学・高等学校・中学校に

おいては、男子・女子の剣道・柔道・空手道部の活躍、東都大学野球リーグ

での硬式野球部の奮闘、さらには箱根駅伝や甲子園などへの出場・健闘もそ

の成果である。この背景には、山田愼吾、福本正幸、美納淳一（いずれも現、

常任理事）ら職員の献身があった。

　学外からの評価は、2019 年の日本国政府からの旭日中綬章受章と、2023

年の日本サッカー協会からのサッカー殿堂入りが、大澤先生の功績を何より

も明瞭に示している。

　大澤先生は、国士舘の発展と日本におけるサッカーというスポーツ競技の

発展とその基盤整備のために尽力されてきた。大学教授としての大澤先生

は、成長期の青少年における心身のバランスのとれた人間形成にとって、ス

ポーツがいかに有効であるかを熟知されていた。また、健常者だけでなく障

がい者にも、学校教育におけるスポーツがいかに重要であるかも主張され

た。そして、サッカーのようなスポーツ競技の国際化が、世界の平和の維持

にも重要な役割を持っているという信念と志は、一貫して持っておられた。

　1990 年頃、私と大澤先生は、体育学部の多摩キャンパスへの移転問題を

機に、「真っ当な学園・国士舘」にするための条件について、2人で胸襟を

開いて心底から話し合った。大澤先生は 1992 年から体育学部学部長に、私

は 1995 年から政経学部学部長に就任する前のことである。当時、18 歳人口

は 200 万人を超え、大学進学者が急増し、本学の世田谷キャンパスも学生で

あふれた臨時的定員増の時期である。最終的に体育学部の多摩移転が決定す

るが、この時の学部移転の条件は、安定した学生確保のための魅力ある新学

科の設置と体育学部の各クラブ活動に十分な施設・グラウンドの整備であっ

た。
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　しかし、それに必要な財政面において、他学部からの反対は強かった。当

時、政経学部内では既設の政治学研究科・経済学研究科に加えて、経営学科

における大学院研究科の新設を要望していたし、体育学部や文学部の各学科

でも研究科の新設を強く主張していた。その後の大学のユニバーサル化が予

測されるなか、大学院の拡充・整備の必要性は理解できた。しかし、狭小な

世田谷キャンパスでは、全学部・学科の上に位置付く大学院各研究科の新設

は設置基準に照らして困難であり、学内外ともに調整も進展せず悩んでい

た。私たち 2人はピンチに直面していたのである。そこで、1992 年の体育

学部の多摩キャンパス移転と、1997 年の政経学部経営学科での経営学研究

科の新設に向けて、これらに賛成し、最後まで実現に協力することについ

て、2人で合意した。

　学園の経営者としての大澤先生は、「いつ何どきでも、ピンチはある。こ

の時でなければ、できないことがある。それを実現するためには、ピンチは

チャンスである」と言われていた。この言葉は忘れることができない。学内

を揺るがした、体育学部多摩移転と経営学研究科新設の二大懸案事項はその

後に達成された。それはクラブ活動問題の処理にも活かされた。

　スポーツ指導者としての大澤先生は、プレーヤーであるときも、コーチ・

監督であるときも、大澤流の「勝利至上主義」を強調された。「スポーツは

勝つためにある。そうでなければ競技として、人々に関心も共感も感動も与

えられない。すぐに飽きられ、誰も真剣にこれを続けようとは思わない。だ

から、プレーヤーとチームは勝たねばならない」のである。しかし、偶然の

僥
ぎょう

倖
こう

、無力な相手、敵失による勝利は、本当の勝利ではない。個々の選手

がその持てる潜在的能力のすべてを競技場で出し切り、監督やコーチら指導

者がプレーヤーの持てる力のすべてを引き出す指揮ができた時が、本当の勝

利である。「国士舘は勝つのだ。勝つべくして勝つのだ。それこそが国士舘

のたくましい勝ち方だ」の一言。静かな気魄を帯びた言葉は、聞く者の心に

ずっしりと響く。
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　ひとりの人間としての大澤先生は、徹底した思いやりの人であった。誰に

も知られない厳しい自己抑制・自己犠牲・自己責任がそこにはあった。一人

ひとりを人として尊重し、人の意見を自分の意見とし、自分が責任を取るこ

とによって、人を安堵させ、人にその成果を与えようとする「いぶし銀」の

ような人であった。全サッカー部員の名前と彼らの家庭環境のすべてを知ろ

うとされていた。

　公私ともに親しくさせていただいた大澤家のご家族は、大澤先生を次のよ

うに評された。

「やろうと決めたことは、何があってもブレずに、責任をとる強い覚悟

で、今までやって来ました。嬉しいことも沢山あったと思いますが、

理不尽な悔しいこともあったと思います。それでも “窮地を楽しむ”

精神で、乗り越えてきたタフな人生は、家族ながら凄いと思います」

　確かに、そうした人でなければ、そして大澤家の方々が総力をもってこの

人を愛し、信じ、サポートされていなかったならば、これほど多方面におけ

る大事業を実現することはできなかったであろう。

　国士舘にとって、大澤先生を失った時、いわば「北極星なき航海」とも言

える茫然自失の状況下に置かれた。しかし、大澤先生は生前、次の国士舘

100 年に向けた新事業を策定され、残る私たちが「航路」を迷わないよう、

なすべき事業とその配慮もされた。

　それは、国士舘創立 110 周年記念事業として進める次世代の「国士舘キャ

ンパス環境整備計画」である。今後の約 10 年を 3つのフェーズに区分して

実現させる長期の一大事業である。学園の拡大期にその都度建設されてきた

世田谷キャンパスの各校舎は 50 余年を経ており、それら校舎 5棟の建て替

えと新校舎 1棟の建設、および中学校の独立棟整備を中心とする総合環境整

備事業である。

　この事業の目的は、大澤先生が目指しておられた面倒見の良い学園、すな

わち学生・生徒と教職員が快適な修学とその支援を可能にするような最適な
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環境づくりにある。それは、学生・生徒の「動線」を計画的に配慮し、「居

心地の良い居場所」“WELL─BEING SCHOOL KOKUSHIKAN” を実現する

ことにある。また、地域との連携・社会貢献を重視した「防災拠点としての

避難地」を強化することでもある。

　現在、我が国は、1992 年の 18 歳人口のピーク 205 万人であったものが、

2040 年にはその 43％の 88 万人になるとも予測されている。この困難な時代

を乗り切るためには、国士舘キャンパス環境整備事業は必要不可欠である。

「第二の建学」となる環境整備計画の実現にまい進することが、大澤先生か

ら課せられた私たちの使命である。

　2025 年 2 月 17 日、大澤先生は、主治医で本学の島崎修次客員教授や田中

秀治教授をはじめ多くの病院関係者に見送られて、多摩丘陵病院を出られ

た。そして、多摩キャンパスで体育学部の関係者に迎えられ、また町田キャ

ンパス・国士舘楓の杜キャンパスを経て、自宅へと戻られた。

　大澤先生が生前に愛されていた「青」。故郷・函館の空と海の色でもある

大澤ブルーは、2 月 22 日の告別式の場も、明治維新に縁深い歴史遺産の

街・世田谷の空も地も、その一色で染めた。「真っ当にして勝つ」ことに執

念を燃やされた故大澤先生の告別式は、世田谷キャンパスに隣接する青龍山

勝國寺で、髙岡精司住職（現、本学評議員）の読経のもと、しめやかに執り

行われた。参列をいただいた日本私立大学協会の小原芳明会長（玉川学園長）

をはじめ同協会小出秀文事務局長の献花、全国体育スポーツ系大学協議会の

松浪健四郎会長（日本体育大学理事長）、日本サッカー協会の川淵三郎相談

役、佐藤圭一学長・福本正幸常任理事の弔辞、次期学長で体育学部教授の田

原淳子常任理事などの教職員や、自ら育てられた山本昌邦氏・柱谷幸一氏・

柱谷哲二氏・宮澤ミシェル氏らのサッカー関係者など、約 1,500 人の弔意に

包まれた。大澤先生を乗せた車が永久の別れのために世田谷キャンパス正面

に入ると、大学サッカー部の学生たちによる大澤エールの声が、ブルースカ

イを突き抜けた。建学の森や国士舘大講堂に轟き、松陰神社の楓林にも、豪
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徳寺の空にも響き渡った。

　本書は、創立者柴田德次郎先生の謦
けい

咳
がい

に接せられた大澤先生に対し、国士

舘の約 20 万人の卒業生、約 1万 3,500 余人の学生・生徒、約 1,000 人の教職

員が追悼の意を示すものであり、また「永遠に生き続けていただきたい」と

いう熱い思いから上梓するものである。

　本書の刊行にあたり、奥様のヤエ様とご息女志保子様からは、その趣旨へ

のご賛同とご協力をいただいた。また本書の執筆には、生前に特段のご交誼

をたまわった学園内外の皆様から、故人との貴重で得がたいエピソードを頂

戴した。今後の国士舘人が、また私立学校の関係者が、さらにスポーツ各界

の関係者の方々が、本書をご高覧いただくことを期し、深甚なる謝意を表す

る。

瀬野　隆（せの・たかし）
略歴　1944 年京都府生まれ。1967 年 3 月国士舘大学政経学部卒業、1972
年 3 月同大学院経済学研究科博士課程修了。1972 年国士舘大学助手、1975
年政経学部二部講師、1986 年政経学部二部教授、1996 年 4 月政経学部学部
長、1997 年 12 月教務部長、2002 年 4 月学長室長などを歴任し、2015 年 6
月国士舘大学名誉教授。2003 年 5 月学校法人国士舘常任理事・評議員、
2025 年 2 月学校法人国士舘理事長に就任、現職。2005 年博士（経済学）
（国士舘大学）。
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「�いま一度、私の成長に関わっていただいたすべての方、すべての

出会いに感謝の気持ちを伝えたい。」

（「サッカー人生 70年」『日刊スポーツ』2023 年 9月 9日）

3

生　誕
　大澤英雄は、1936（昭和 11）年 1月 22 日、北海道函館市に生まれた。父

慶太郎、母イトの両親に、兄 2人、姉 2人の 5人兄弟の末っ子であった。父

慶太郎は、函館市役所で土木関連の部署に勤務する公務員であったが、終戦

前に市役所を退職して土建会社を設立した。戦争中に破壊された道路や各施

設を再建する仕事で、その経営は順調であった。父は、仕事の量も多く、毎

晩遅くに疲れた顔で帰宅していた。

　他の家庭よりは少し裕福であったが、戦争の影響で日本全土が貧しかった

時代である。空き地にキャベツや大根、白菜、ジャガイモなどを育てて、自

給自足を余儀なくした時代でもある。各家庭、野菜を育てて管理するのは子

どもたちの仕事で、大澤家も例外ではなかった。野菜の種をまいて、芽が出

て、少しずつ大きくなって、収穫するまで成長する。この単純作業は好きで

はなかったが、この過程を観察するのは密かな楽しみであった。隣の空き地

の野菜と成長の度合いを競うことが好きであった。大澤少年が真心込めて育

てた野菜は、近所の子どもたちが育てた野菜より丈夫で、大きくて美味しか

ったという。

　「かけっこ」は速かった。父は、函館市立柏野小学校で行われる運動会を

楽しみにしていた。また、街の子ども相撲大会にも、父は応援に来てくれ

た。競技は何であれ「1番」を取ることが多かった。2位になった時には、

大澤自身も悔しかったが、父の怒りといえば中途半端なものではなかった。

第 1節 北海道に誕生
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大澤英雄　研究業績等一覧

○論文等
二ツ森修・東信義・大澤英雄「運動選手の皮下脂肪厚に関する研究」『体育学研究』
第 9巻第 1号（日本体育学会、1964 年）

菅原克夫・大澤英雄・高橋華王「サツカー選手の身体位置と代償性眼転位の研究に
ついて」『体育学研究』第 10 巻第 2号（日本体育学会、1965 年）

大澤英雄・橋本豊司・十校内功・二ツ森修「軍人とスポーツ（そのⅠ）：オリンピ
ツク東京大会参加選手職業分析」『体育学研究』第 10 巻第 2号（日本体育学
会、1965 年）

十枝内功・坂井正郎・石田啓・橋本豊司・大澤英雄・二ツ森修・大久達雄「高校運
動部指導上の問題に関する研究」『体育学研究』第 11 巻第 5号（日本体育学
会、1966 年）

橋本豊司・坂井正郎・石田啓・大澤英雄・十枝田功・二ツ森修・大久達男「高校運
動部集団にみられる脱落者の原因に関する研究」『体育学研究』第 11 巻第 5号
（日本体育学会、1966 年）

二ツ森修・石田啓・坂井正郎・大澤英雄・橋本豊司・十枝内功・大久達雄・南谷光
一・大木明生「高校運動部指導上の問題に関する研究」『体育学研究』第 11 巻
第 5号（日本体育学会、1967 年）

二ツ森修・石田啓・坂井正郎・大澤英雄・橋本豊司・十枝内功・大久達雄・南谷光
一・大木明生「高校運動部指導上の問題に関する研究　そのⅡ　両立につい
て」『体育学研究』第 12 巻第 5号（日本体育学会、1968 年）

田中純二・浪越信夫・久保田洋一・多和健雄・大澤英雄・竹腰重丸「サッカー・ス
ポーツ少年団に関する調査研究（その 1）」『体育学研究』第 14 巻第 5号（日
本体育学会、1969 年）

二ツ森修・大澤英雄・橋本豊司「高校運動部集団における指導者の立場から見た退
部者の原因に関する研究」『体育学研究』第 15 巻第 5号（日本体育学会、1970
年）

大澤英雄・橋本豊司・二ツ森修・大久達男「高校運動部脱落者の問題について（そ
のⅢ）」『体育学研究』第 15 巻第 5号（日本体育学会、1970 年）

橋本豊司・大澤英雄・吉田久士・伴勇資・二ツ森修「高校運動部指導上の問題につ
いて：体育方法（指導）に関する研究」『体育学研究』第 24 巻日本体育学会大
会号（日本体育学会、1974 年）
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細田三二・石田啓・橋本豊司・二ツ森修・吉田久二・前山定・大澤英雄「少年にお
けるサッカーの知識の理解度について」『体育学研究』第 30 巻日本体育学会大
会号（日本体育学会、1979 年）

松本光弘・小宮喜久・森岡理右・斉藤照夫・大澤英雄・久保田洋一・宇野勝・山中
邦夫・西島尚彦・中山雅雄「サッカー上達時期に関する研究」『体育学研究』
第 30 B 巻日本体育学会大会号（日本体育学会、1988 年）

吉田久士・細田三二・大澤英雄「ハンドボール選手の心理的競技能力における特
性」『国士舘大学体育研究所報』第 16 巻（国士舘大学体育学部附属体育研究
所、1998 年）

細田三二・中屋敷眞・吉田久士・大澤英雄「大学サッカー選手の競技力に関連する
運動機能の特性　─大学選抜候補選手と国士舘大学選手との比較─」『国士舘
大学体育研究所報』第 16 巻（国士舘大学体育学部附属体育研究所、1998 年）

○書籍等
大澤英雄監修『サッカー・ベスト・マニュアル：キミのセンスを正しく伸ばす（ナ

ガオカ入門シリーズ）』（永岡書店、1985 年）
大澤英雄監修『小学生のサッカー（小学生シリーズ）』（新星出版社、1986 年）
大澤英雄監修『小学生のサッカー　練習編 （小学生シリーズ）』 （新星出版社、 1986 年）
大澤英雄監修『小学生のサッカー　ゲーム編（小学生シリーズ）』（新星出版社、

1986 年）
大澤英雄監修『絵でわかるサッカー　名選手になるための基本技術』（新星出版社、

1987 年）
大澤英雄監修『絵でわかるサッカー上達法　技術と練習法』（新星出版社、1987 年）
田中純二・大澤英雄著『コーチと両親のための少年サッカー　指導 13 章と戦術感

覚入門』（梓出版社、1989 年）
『日本サッカーがワールドカップで勝つ日　山本昌邦・綾部美知枝・布啓一郎・大

澤英雄が斬る（スポーツ・システム講座 5）』（国士舘大学体育・スポーツ科学
学会・アイオーエム、2004 年）

弔辞・川淵三郎
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『国士舘大学教員組合 20 年史』（国士舘大学教員組合、1993 年 12 月）
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いた。また、日本サッカー協会特任理事、全日本大学サッカー連盟理事長など
を務め、育成年代の環境整備や大会創設にも尽力した。2019（令和元）年には
旭日中綬章を受章し、2023 年には日本サッカー殿堂入りを果たしている。
　大澤先生は、負けず嫌いで妥協を許さぬ性格であり、常に高みを目指して挑
戦を続けた。その姿勢は、指導の場においても一貫しており、厳しさの中にあ
たたかさを持ち、教え子たちに大きな影響を与えた。大澤先生が重んじた「義」
の精神は、今も多くの人々の心に生き続けている。育てた選手や指導者は数知
れず、彼らは今も日本サッカー界の各分野で活躍している。薫陶を受けた者た
ちが築く未来こそが、大澤先生の遺産である。
　本書の編集にあたり、ご遺族をはじめ多くの方々から貴重な資料の提供、エ
ピソードの寄稿、当時の思い出や出来事の情報提供など、あたたかいご協力を
賜った。ここに記して、深く感謝の意を表するものである。
　皆さまのご尽力があってこそ、本書は上梓できる運びとなった。本書が、大
澤英雄先生への感謝と敬意の証として、末永く読み継がれることを願ってやま
ない。
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